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印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

昔の人々は納涼の行事をいろいろ工夫しました。 

水辺に出て涼風を求めたり、納涼船を出して楽し 

んだものです。 

江戸時代、京都四条河原では、流れの上に腰掛 

けをしつらえ、そこに座って足を水にひたしたも 

のでした。 

そのほかにも平安貴族が炎暑の候に詩歌の会を 

催すのも暑さを忘れる行事だったようですし、江 

戸に流行した夏の夜の怪談唯や胆だめしも涼味を 

味わうためでした。 

最近は自然回帰が注目されはじめ、森林浴やジ 

ョギングでいい汗を、という人も増え、家ではク 

ーラーということで“納涼”などという風流な言 

葉は忘れられようとしています。 

いい汗といえば、 6 月19日町内四保育所の5歳 

児134 人がどろんこになりながらいっしょうけん 

めい“田植え”を体験しました。 

ひざ上までどろにつかり、中には尻もちをつき 

ながら1,300げの田んぼを2時間で植えました。 

秋には、みんなで収穫し、もちつきをして―連 

の体験学習を終わります。 

7月は冒讐鷲21響の納税月です。 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
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七
月
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
身
近
で
生
活
に
関
係
 

す
る
町
の
代
表
を
選
ぶ
町
長
撰
季
、
ま
た
、
農
民
の
代
表
 

を
選
ぶ
農
業
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
甘
な
一
 

町
政
へ
の
参
加
は
投
票
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
あ
な
た
 

の
貴
重
な
一
票
を
大
切
に
し
、
悔
い
の
な
い
」
票
を
投
じ
 

投
票
に
は
 

入
場
券
を
 

投
票
所
へ
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

か
ら
送
ら
れ
る
入
場
券
を
必
ず
お
持
ち
 

く
だ
さ
い
。
 

入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
原
則
 

と
し
て
再
発
行
し
ま
せ
ん
が
、
入
場
券
 

が
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
 

票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
入
場
券
が
送
ら
れ
て
こ
な
か
 

っ
た
り
、
入
場
券
の
住
所
や
氏
名
な
ど
 

が
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
 

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

候
補
者
名
は
 

ハ
ッ
キ
リ
と
 

投
票
用
紙
に
候
補
者
名
の
ハ
ッ
キ
リ
 

と
書
か
れ
て
い
な
い
投
票
は
無
効
と
な
 

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
に
 

掲
示
さ
れ
て
い
る
候
補
者
名
を
よ
く
見
 

て
、
候
補
者
氏
名
欄
に
ハ
ッ
キ
リ
書
き
 

ま
し
ょ
う
。
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．
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一 

町 長 選 挙 農業委員選挙 

誉 7 月29 日（日） 7 月15 日（日） 

立
 
候
 
補
 
の
 
資
 
格
 
は
 

〇日本国民であり年齢満25歳以上であ 

ること 

〇禁治産者でないこと 

〇禁鋼以上の刑に処せられその執行を 

終るまでの者でないこと 

〇禁鋼以上の刑に処せられその執行を 

受けることがなくなるまでの者でな 

いこと。 

〇選挙犯罪によって禁鋼以上の刑にうl4 

せられその刑の執行猶予中の者でな 

いこと。 

〇選挙犯罪によって被選挙権を停止さ 

れている者でないこと。 

〇農業委員会の区域内に住所を有する 

20歳以上（選挙期日現在）の者で、 

10アール以上の農地を耕作する者。 

〇この者と同居している親族または配 

偶者で、年間おおむね60日以上耕作 

に従事する者。 

※その他、くわしくは町選挙管理委員 

会へ問い合せください。 

立
候
補
の
届
出
は
 

告示の日（7 月24日）当日のみ午前8 

時半から午後5時まで 

赤池町選挙管理委員会（役場内）で受 

け付け。（郵便によることなく文書で届 

出） 

告示の日（7 月10日）当日のみ午前8 

時半から午後5 時まてる 

赤池町選挙管理委員会（役場内）で受 

け付け。（郵便によることなく文書で届 

出） 

選
挙
運
動
の
期
間
 

告示の日（7 月24日）から投票日の前 

日（7 月28日）まで。ただし立候補の 

届出書を受理され立候補届出が完了し 

てからでないとできない。 

街頭演説は午前8時から午後8時まてる 

しかできない。 

告示の日（7 月10日）から投票日の前 

日（7 月14日）まで。 ただし立候補の 

届出書を受理され立候補届出が完了し 

てからでないとできない。 

街頭演説は午前8時から午後8 時までト 

しかで”きない。 

投

票

の

で

き

る

人

 

〇年令要件 昭和39年7 月30日以前に 

生れた人 

〇住所要件 昭和59年4 月23日までに 

赤池町に転入届出がされ 

た人 

で投票日現在まで引き続き赤池町に住 

所を有し、名簿に登録されている人。 

農業委員会委員選挙人名簿に登録され 

ている人で、投票日当日、赤池町に住 

所を有する人。 

※投票権は名簿に登録されることによ 

って生じますが登録にあたっては要 

件を満たす人からの申請を原則とし 

ます。（毎年1月1日現在で農業委員 

会に申請） 

投
票
場
所
・
時
間
 

〇第1投票所 赤池町役場 

〇第2投票所 上野小学校体育館 

〇第3投票所 中尾生活館 

午前7時から午後6時まで 

〇赤池町役場（1 カ所のみ） 

午前7時から午後6時まで 

不
在
者
投
票
は
 

告示日（7 月24日）から投票日の前日 

(7 月28日） までの5 日間。毎日午前 

8時半から午後5時まで赤池町選挙管 

理委員会事務局（役場内）で行います。 

告示日（7 月10日）から投票日の前日 

(7 月14日） までの5日間。 毎日午前 

8時半から午後5時まで赤池町選挙管 

理委員会事務局（役場内）で行います。 
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選
挙
は
、
投
票
に
よ
っ
て
行
う
と
定
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

一
般
の
投
票
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
 

の
と
お
り
で
す
が
、
身
体
や
目
の
不
自
 

由
な
方
に
も
政
治
に
参
加
し
て
い
た
だ
 

く
た
め
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
 

す。 

代
 

理
 

投
 

票
 

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
、
自
ら
候
補
者
 

の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
 

各
投
票
所
の
投
票
管
理
者
に
申
し
出
る
 

と
、
二
人
の
補
助
者
が
付
き
、
 
一
人
が
 

×

 

立
ち
合
っ
て
、
も
う
一
人
が
本
人
の
い
 

う
と
お
り
に
書
く
と
い
う
代
理
投
票
が
 

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
内
容
に
つ
 

い
て
当
然
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
 

点
 

字
 

投
 

票
 

目
の
不
自
由
な
方
は
、
そ
の
旨
投
票
 

管
理
者
に
申
し
出
る
と
、
点
字
器
を
使
 

っ
て
点
字
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す。 

不
 
在
 
者
 
投
 
票
 

投
票
日
当
日
に
出
張
や
出
産
の
予
定
 

旅
行
の
計
画
が
あ
る
な
ど
、
や
む
を
得
 

な
い
理
由
で
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
 

で
き
な
い
と
い
う
方
の
た
め
に
不
在
者
 

投
票
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
 

と
入
場
券
（
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
 

合
）
を
持
参
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

期
間
は
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

郵
便
に
よ
る
 

不
在
者
投
票
 

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
（
身
 

体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
 

付
を
受
け
て
い
る
方
で
障
害
の
等
級
に
 

よ
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
）
は
、
自
分
 

の
住
ん
で
い
る
所
で
投
票
で
き
る
、
郵
 

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
を
利
用
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
証
明
書
の
 

交
付
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
お
間
い
合
せ
は
町
選
挙
管
理
委
員
 

会
へ
（
廿
ニ
〇
〇
四
番
）
 

公
職
選
挙
法
で
は
、
公
正
な
選
挙
 

を
行
う
た
め
に
い
く
つ
か
の
制
限
が
 

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
な
か
で
、
候
補
者
、
運
動
員
 

有
権
者
の
区
別
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
 

の
人
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
「
禁
 

止
さ
れ
て
い
る
選
挙
運
動
」
を
い
く
 

つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
 

運
動
で
き
な
い
人
 

一
般
職
の
国
家
・
地
 

方
公
務
員
、
国
立
・
公
 

立
学
校
の
教
育
公
務
員
 

や
特
定
公
務
員
、
選
挙
 

犯
罪
に
よ
っ
て
選
挙
権
 

・
被
選
挙
権
を
失
っ
た
 

人
、
未
成
年
者
な
ど
は
 

選
挙
運
動
が
禁
止
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

戸
別
訪
間
 

有
権
者
の
家
を
た
ず
 

ね
て
、
投
票
を
依
頼
し
 

た
り
、
投
票
を
さ
せ
な
 

い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
 

う
な
行
為
は
、
 

「
戸
別
訪
間
」
と
し
 

て
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
場
合
に
 
「
戸
別
」
 
と
は
、
必
 

ず
し
も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
、
会
社
 

や
工
場
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

Z
 

気
勢
を
張
る
行
為
 

有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に
 

自
動
車
を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊
 

列
を
組
ん
で
往
来
す
る
な
ど
の
行
為
 

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

飲
食
物
の
提
供
 

ノ
 

特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
 

し
て
、
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
 

そ
れ
が
い
か
な
る
名
義
で
あ
っ
て
も
 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
①
候
補
者
が
選
挙
運
 

動
員
の
慰
労
の
た
め
に
、
酒
や
ビ
i
 

ル
を
与
え
る
こ
と
。
②
第
三
者
が
、
 

い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
い
と
し
て
候
補
 

者
に
酒
や
料
理
を
提
供
す
る
こ
と
。
 

で
す
か
ら
、
選
挙
事
務
所
開
き
に
 

酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
を
提
供
す
る
の
は
 

違
反
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
普
通
の
 

お
茶
や
、
お
茶
受
け
程
度
の
菓
子
を
 

出
す
の
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
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開 レ 
し I 六

月
五
日
午
前
八
時
半
 

か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
 

の
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
 

赤
池
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
 

会
（
大
森
高
市
会
長
、
千
 

六
百
五
十
人
）
主
催
の
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

十
五
の
地
区
か
ら
十
九
 

チ
ー
ム
、
百
三
十
人
が
参
 

加
、
お
お
む
ね
六
十
歳
以
 

上
の
お
年
寄
り
が
午
後
一
一
 

時
半
ま
で
、
ハ
ッ
ス
ル
プ
 

ま あ 
し り 
た の 
。大 

熱 
戦 

農 

試
合
は
、
三
コ
ー
ト
で
リ
ン
グ
リ
ー
 

グ
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
十
三
支
 

所
が
優
勝
、
準
優
勝
二
十
支
所
、
十
七
 

支
所
が
三
位
で
し
た
。
以
上
三
チ
ー
ム
 

は
、
七
月
十
日
川
崎
町
で
行
わ
れ
る
、
 

田
川
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ゲ
ー
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
 

優
勝
し
た
十
三
支
所
の
メ
ン
バ
ー
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

長
谷
川
和
尚
▽
立
花
守
▽
立
花
マ
サ
ェ
 

▽
北
川
春
一
▽
山
下
光
生
▽
木
村
ス
ミ
 

子
▽
西
山
重
一
一
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交
 
通
 
安
 
全
 
協
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
（
奥
 

永
昭
政
支
部
長
二
十
一
人
）
の
み
な
さ
 

ん
が
、
梅
雨
入
り
を
前
に
し
た
六
月
一
 

日
、
上
野
・
市
場
両
小
学
校
へ
黄
色
い
 

交
通
安
全
カ
サ
を
五
十
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
 

た
だ
い
て
い
る
賛
助
会
費
の
一
部
を
、
 

「
学
童
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
己
 

と
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

し
た
も
の
で
、
上
野
小
学
校
の
白
石
、
 

念

願

の

初

優

勝

 

第 

21 

回 

田丁 

民 

ノベ 

レ 

I 

ボ 

I 

Jレ 

大 

会 

第
二
十
一
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
 

会
が
六
月
三
日
、
町
民
会
館
、
市
場
小
 

学
校
の
両
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
女
子
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
o
 

各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
 

発
揮
し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
二
十
支
 

所
が
念
願
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

準
優
勝
は
伏
原
チ
ー
ム
で
し
た
。
以
 

下
二
十
支
所
の
選
手
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

〇
川
村
チ
ズ
子
（
キ
ジ
）
〇
河
本
キ
ヌ
エ
 

〇
佐
藤
留
美
子
〇
本
島
幸
子
〇
楢
橋
英
 

代
〇
田
鹿
智
恵
子
〇
早
麻
芳
江
〇
河
本
 

涼
子
〇
世
良
と
も
子
〇
中
本
洋
一
（
言
）
 

六
月
十
日
、
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

で
赤
池
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
 

主
催
の
 
「
第
十
二
回
健
康
づ
く
り
歯
み
 

が
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
 

『
幼
少
年
期
に
正
し
 

い
歯
と
知
識
と
予
防
処
理
の
徹
底
を
は
 

か
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
意
識
を
 

高
め
る
』
 
と
い
う
目
的
で
、
田
川
歯
科
 

医
師
会
、
田
川
歯
科
衛
生
士
会
な
ど
の
 

後
援
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

鷺鵬ま鰍ミり 

大
会
で
は
、
歯
科
医
師
杉
原
先
生
の
 

講
話
や
歯
の
大
切
さ
、
守
り
方
な
ど
を
 

訴
え
る
ス
ラ
イ
ド
や
劇
が
行
わ
れ
、
最
 

後
に
歯
み
が
き
体
操
と
優
良
な
歯
の
持
 

ち
主
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

市
川
晶
子
▽
千
手
美
由
希
▽
中
村
ち
よ
 

り
▽
長
谷
川
そ
の
か
▽
山
崎
あ
き
▽
小
 

林
た
け
し
▽
立
花
麻
美
▽
長
谷
川
あ
す
 

か
▽
長
谷
川
の
り
子
▽
よ
し
だ
ゆ
か
 

【
優
勝
の
よ
ろ
こ
び
の
声
】
 

結
成
六
年
目
に
し
て
や
っ
と
優
勝
の
 

花
が
咲
き
ま
し
た
。
部
員
一
同
、
う
っ
 

と
う
し
い
天
気
を
吹
き
飛
ば
さ
ん
ば
か
 

り
の
喜
び
よ
う
で
し
た
。
 

暖
か
い
主
人
た
ち
の
応
援
の
中
、
 
一 

試
合
ご
と
に
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、
 

ひ
と
り
一
人
の
良
い
面
が
出
て
、
日
頃
 

の
練
習
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
で
き
ま
 

し
た
。
中
本
コ
ー
チ
の
指
導
の
賜
と
思
 

い
ま
す
。
 

練
習
日
に
心
よ
く
出
し
て
く
れ
た
主
 

人
た
ち
へ
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
 

（
以
上
十
人
、
敬
称
略
）
 

【
真
剣
な
表
情
で
む
し
歯
の
検
査
】
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赤
池
公
民
館
句
会
 

（於 

上
野
定
禅
寺
）
 

蔵
本
は
る
の
女
 

五
月
六
日
。
寺
の
下
に
あ
る
湖
よ
り
 

吹
き
上
げ
て
来
る
風
が
心
地
よ
い
。
五
 

月
と
は
、
な
に
も
か
も
き
ら
き
ら
と
輝
 

く
月
で
あ
る
。
古
剰
の
近
く
を
時
間
い
 

っ
ぱ
い
散
策
。
作
句
に
心
根
を
傾
け
る
。
 

よ
り
豊
か
な
感
性
を
培
う
よ
う
、
今
後
 

も
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
薫
風
 

が
心
の
中
ま
で
吹
き
込
ん
で
き
た
。
 

人
混
み
に
藤
の
匂
い
の
消
さ
れ
さ
う
 

聖
 
子
 

お
手
前
の
接
待
も
受
け
緑
樹
風
 

公
 
恵
 

早
蕨
の
ふ
と
目
に
と
ま
り
見
失
ふ
 

喜
代
子
 

撮
る
人
に
撮
ら
る
る
人
に
藤
こ
ぼ
れ
 

ひ
さ
し
 

親
網
碑
除
幕
待
た
る
る
五
月
か
な
 

幹
 
子
 

薫
風
や
寺
」
奪
の
扇
を
開
く
 

桜
ン
坊
 

風
炉
手
前
賛
字
の
襖
開
け
放
ち
 

は
る
の
女
 

廻
廊
に
出
る
や
薫
風
お
の
づ
か
ら
 

堪
念
に
病
葉
払
ふ
句
碑
な
れ
ば
 

里
日
和
風
の
軽
さ
に
遊
小
蝶
 

山
寺
や
砂
浴
び
に
来
る
雀
の
子
 

鴬
や
湖
を
眼
下
の
峡
の
寺
 

波
音
の
あ
り
て
立
夏
の
湖
濃
ゆ
く
 

‘ゆ 信 園 駒 日召 プこ 

亮子女女女愚 

虎
枝
を
歯
む
遠
き
日
の
す
っ
ぱ
さ
よ
 

妙
 
子
 

作
務
の
暇
見
て
は
育
て
し
豆
の
花
 

秋
風
子
 

藤
惜
し
む
連
休
最
後
の
人
混
め
り
 

玲
 
子
 

師
の
句
碑
も
レ
ば
ら
く
隅
に
藤
ま
つ
り
 

千
枝
子
 

湖
渡
る
風
の
涼
し
童
疋
禅
寺
 

玉
 
泉
 

慧
や
心
に
空
洞
あ
る
如
く
 

末
子
（
西
郷
里
）
 

営
巣
の
鳩
の
ひ
そ
か
に
山
の
湖
春
 

翁
 

菜
の
花
の
咲
き
細
り
つ
つ
夏
に
入
る
 

み
つ
子
 

堀
り
過
ぎ
て
担
ぐ
笥
道
細
る
 

翠
 
八
 

落
葉
焚
く
煙
は
寄
せ
ず
大
牡
丹
 

末
子
（
熊
谷
）
 

何
げ
な
く
抜
き
し
恵
び
ね
福
の
あ
り
 

田
鶴
子
 

選
者
吟
 

山
の
湖
に
入
江
が
あ
り
て
目
高
生
る
 

風
五
月
湖
の
き
ら
め
き
誘
い
し
 

急
び
ね
蘭
異
国
め
く
香
で
あ
り
に
け
り
 

野
 
火
 

加
寸
美
 

一 

歩
 

<a
に
‘
u
に
‘
）
斗
k
A
叫ド 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

胃
の
痛
み
内
服
す
ま
せ
春
惜
む
 

つ
つ
じ
咲
く
白
よ
り
紅
を
我
れ
好
む
 

病
窓
に
蔭
は
た
め
き
て
鯉
職
 

の
り
 

藤
の
棚
古
き
山
寺
法
の
浪
 

い
ろ
 

初
夏
の
庭
並
ぶ
駐
車
の
彩
映
え
て
 

薄
青
く
透
け
し
葉
桜
蔭
し
ず
か
 

橋
弁
慶
端
午
祝
い
て
小
謡
を
 

梶
嚇
瀞
え
ら
れ
う
れ
し
柏
餅
 

よ
 
も
い
き
 

登
り
窯
四
方
生
い
き
と
峡
若
葉
 

門
前
に
健
気
株
の
び
あ
や
め
咲
く
 

会
 
赤
 
池
 
支
 
部
 
、
 

市
場
小
学
校
の
大
久
保
両
教
頭
先
生
へ
 

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

両
小
学
校
で
は
、
さ
っ
そ
く
一
年
生
 

の
教
室
に
備
え
付
け
、
途
中
で
雨
が
降
 

り
だ
し
た
と
き
な
ど
に
貸
し
出
し
て
い
 

ま
す
。
 

共
稼
ぎ
家
庭
が
多
い
た
め
、
 

『
蛇
の
 

目
で
お
む
か
え
』
も
な
か
な
か
で
き
ず
 

子
ど
も
た
ち
も
濡
れ
ず
に
下
校
で
き
、
 

大
変
助
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

感
激
を
忘
れ
ぬ
よ
う
、
な
お
一
層
の
努
 

力
を
怠
ら
ぬ
つ
も
り
で
す
。
 

（
ニ
十
支
所
チ
ー
ム
 

キ
ャ
プ
テ
ン
 

川
村
チ
ス
子
）
 

差別をなくせ家から町から社会から 
'）月間中の行事・ 

~街頭啓発 

7月2日 街頭ビラ配布― 

赤池駅、赤池商事、 ダイコー 

町内四保育所前 

7月1日‘9日 

広報車で町内全域へよびかけ 

I 同和問題講演会

とき：7 月14日（土） 午後1 時より3 時まて、 

ところ：赤池町同和対策中央研修所 

I映画のタぺ 
 ' 

〇7月2日 

〇7月3日 

〇7月4日 

〇7月5日 

上野地区（上野小学校） 

市場地区（市場集会所） 

中尾地区（中尾保育所） 

赤池地区（赤池隣保館） 

時 間：午後7日寺30分から8時30分まてる 

【念願の初優勝、20支所のみなさん】 

〕 

1
日
（
日
）
 

国
民
安
全
の
日
・
青
少
年
 

を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
 

調
月
間
・
社
会
を
明
る
く
 

す
る
運
動
（
潟
）
 

・
愛
の
 

血
液
助
け
合
い
運
動
（
謝
）
 

・
河
川
愛
護
月
間
・
夏
期
 

食
品
一
斉
取
締
り
月
間
 

7
日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
細
恥
紗
」
）
 

8
日
（
日
）
 

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

（舞麓町民会館） 

10 

日
（
火
）
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
告
 

示
・
婦
人
学
級
（
躍
飴
）
 

養
命
大
学
（
鷲
肥
 

15 

日
（
日
）
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
投
 

22 20 17 16 
日 日 日 日 

日 金 火 月 

票
日
・
郡
体
（
影
ト
ボ
ー
ル
）
 

子
ど
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
 

会
（
臨
発
ウ
ノ
ド
ほ
か
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
m
議
薪
騨
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
諮
タ
ー
）
 

三
種
混
合
（
驚
隊
繰
讐
 

郡
体
（
麟
振
隣
球
イ
ノ
デ
ィ
ア
カ
）
 

勤
労
青
少
年
の
日
 

24 

日
（
火
）
 

町
長
選
挙
告
示
・
婦
人
学
 

25 

日
（
水
）
 

30 29 27 

級
（
窯
鑓
）
 

か
え
る
の
学
校
開
校
 

翁
触
濃
警
）
 

小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
 

の
手
話
講
習
会
（
い
創
濃
響
）
 

日
（
金
）
 

養
命
大
学
（
窯
飴
）
 

日
（
日
）
 

町
長
選
挙
投
票
日
 

日
（
月
）
胃
ガ
ン
検
診
（
”
磁
確
鷲
）
 

七

月

は

同

和

問

題

啓

発

強

調

月

間

で

す

 

七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
同
和
問
題
啓
発
 

強
調
月
間
で
す
。
 

私
た
ち
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
平
和
で
 

（ 

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

赤
池
町
で
は
、
こ
の
期
間
中
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
正
し
 

い
理
解
と
認
識
を
い
た
だ
き
、
部
落
差
別
を
な
く
す
町
民
運
 

動
を
み
ん
な
で
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

家
庭
で
、
地
域
で
、
こ
の
運
 

動
に
積
極
的
な
ご
理
解
と
、
ご
 

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

赤
池
町
で
は
、
そ
の
ー
つ
と
 

し
て
次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
 

い
た
し
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
の
参
加
を
重
ね
て
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

,
 


